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本日の話題
少子超高齢社会は、「三方良し」で乗り越える

交流が社会参加の源

交流を線から面へ
＝地域の力「ソーシャルキャピタル」

事例から学ぶ 「三方良し」の地域づくり
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東京都養育院(当センター）の創設者



「量」の問題 増える現役世代の負担

1965年 2012年 2050年

政府広報オンライン
http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/201208/naze/henka.html

世代間対立から
相互支援へ
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「質」の問題 複雑化する地域の課題
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歴史は語る、地域包括ケアは外堀力で乗り越える

外堀【住民・地域資源】なく、内堀強化【多職種連携】だけでは落城

多国籍軍のかけひき

砦「地域包括支援センター」が生命線

ピンチこそ野戦【アウトリーチ→介護予防・孤立予防】

大将が先陣きらなければ士気は消沈【市区町村の支援】

多勢に無勢、もはや援軍は期待できない



あなた自身のため！・・・健康長寿の条件

栄養状態良好

足が丈夫

(体力)

最近の記憶力が良い

主観的健康感が高い

社会参加が活発

太り方は中程度

禁煙

酒はほどほど

血圧は高からず，低
からず

血清コレステロール
は高からず，低から
ず

健康長寿の１０か条（2000） （2017）

老化予防 生活習慣病予防

１． 食生活
２． 口腔
３． 体力 ・ 身体活動
４．社会参加
５． こころ（心理）
６． 事故予防
７． 健康食品
８． 地域力
９． フレイル
10． 認知症
11．生活習慣病

12．介護 ・ 終末期
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なぜ、社会参加か？

高齢者の高次生活機能の加齢変化

Fujiwara Y, et al. Arch. Gerontol. Geriatr. 2003;36:141-153.

女性



少子超高齢社会は、「三方良し」で乗り越える！

それぞれの社会参加・交流と健康

交流を線から面へ＝地域の力「ソーシャルキャピタル」

事例から学ぶ 「三方良し」の地域づくり

澁澤栄一「論語と算盤」
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12

就労

外出頻度

知的活動

体力維持

社会との
つながり

所得
自己効力感
いきがい 消費・納税・働き手

高齢者就労がもたらすメリット
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就業が生活機能の維持に及ぼす意義

Fujiwara, Y. et. al.: Geriatr Gerontol Int 2016; 16: 126–134を改編 （株）社会保険出版社「何歳まで働くべきか」藤原佳典・小池高史（編著）
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孤立とは

同居家族以外との接触頻度が極端に少ない

別居親族との接触
友人・近所の人との接触

対面接触（会ったり、一緒に出かけたりする）、
非対面接触（電話、電子メール、fax）

どちらも週に1回未満
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劣る 良い （0-25点）

速報「世代間の助け合いの意識と実態に関する調査」(平成27年3月実施)住民基本台帳より無作為抽
出した20～84歳のA区民2.500人（回収率 39.2％）

高齢者の精神的健康は良好、若者は？

精神的健康尺度（WHO-5）



交流なき外出と外出なき交流の弊害

男

倍

埼玉県W市、年令、同居者有無、健康度自己評価、年収、抑うつ、初回の生活機能を調整
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4年後に健康状態が悪化しやすい人は？

Fujiwara et al. Geriatr Gerontol  Int (2015)





ストレス状態にいたる要因



高齢期の不安

引用：岸玲子，他 日本公衛誌2004；51：79-93より改変

社会的支援・つながりと健康の関連



少子超高齢社会は、「三方良し」で乗り越える！

それぞれの社会参加・交流と健康

交流を線から面へ＝地域の力「ソーシャルキャピタル」

事例から学ぶ 「三方良し」の地域づくり

澁澤栄一「論語と算盤」





パットナム(1993)：協調的行動を容易にすることにより社会の
効率を改善しうる信頼、規範、ネットワークなどからなる社会的
仕組み

信頼

規範

互恵性

ネットワーク

（つながり）

地域で言えば・・・

「外堀力」、「地域力」、「お互い様・まとまり」

ソーシャル・キャピタル（SC,社会関係資本）お宝とはなにか

地域

個人から地域まで持てる資本

組織

個人
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人々の「つながり」 とは

血縁

社縁 地縁

血
縁

社
縁

地
縁

旧財閥系退職者会にて



秘訣は三方良し！ モノ＋人＋場



地域は社会活動の宝庫



「次世代の価値を生み出す行為に積極的に関わること」

大人の本能―ジェネラティビティとは・・次世代継承への意識・行動

STEP1
乳児期

STEP2
幼児前期

STEP3
幼児後期

STEP4
学童期

STEP5
青年期

STEP6
成人初期

STEP7
壮年期

STEP8
老年期

基本的信頼
vs

基本的不信

自律性
vs

恥と疑惑

自主性
vs

罪悪感

勤勉
vs

劣等感

同一性
アイデンティティ

vs
混乱

親密
vs
孤立

生殖性
ジェネラティビティ

vs
停滞

統合
vs
絶望

信頼できる
他者と人生を
共有できているか

何か次世代に残る
価値を生み出す
ことができているか私は何者で

どこにいこうと
しているのか

人生を
まっとう

できているか

2

▲ E.H.エリクソン

Erikson心理社会的段階目録検査

英知、思い、技術、経験、文化、環境・・・何かを伝える



・地域への波及効果が低い

・事業やグループ活動が先細り

厚労科研費 健康安全・危機管理対策総合研究事業「地
域保健事業におけるソーシャルキャピタルの活用に関する
研究」 （平成２５年度研究代表者藤原佳典）

次なる一手、 多世代型アプローチのメリット



2004~モデル版

復刻本

現役生活の復刻

東京都中央区（都心部）27名→40名

川崎市多摩区（住宅地）22名→57名

滋賀県長浜市（地方小都市）21名→100名

杉並区、横浜市青葉区

豊島区、文京区、大田区

2006~普及版
狛江市

北秋田市

2015~

http://www2.tmig.or.jp/healthpromotion/reprints/
about.html

北区、板橋区、府中市

練馬区、千代田区、

2017~
新宿区

立川市

2018~



絵本は脳トレ＋ボランティアの宝庫：安・近・深

主人公が高齢者多い

メッセージ性

多種多様、無尽蔵

借りれば無料

近くの図書館で



第9回以降 グループ発表会の準備，実演

第2-3回 忘れられない絵本，自分を

•
ついて

第2-3回 忘れられない絵本，自分を
知る

•絵本の記憶の掘り起こし，伝えるという技術に
ついて
第4回 読み聞かせに必要な体づくり

•柔軟体操から呼吸法、発声と滑舌

第5-6回 読み聞かせの練習

•読解と表現，文章理解と感情移入

第7-8回 読み聞かせ発表会

•個別発表会，自己採点・講評

35

第1回 今読まれている絵本について



幼稚園でのお話会

小学校での朝の読み聞かせ

• 6～10人/1チームで施設担当

• 訪問頻度は1～2日/週

• 訪問施設は計3校、4園～

ボランティア活動の実際

中学校での朝の読み聞かせ





Suzuki et al.BMC-Geriatr (2014）を改編Suzuki et al.BMC-Geriatr (2014）を改編

WMS-R検査WMS-R検査

前期介入群(n=29)

後期介入群(n=29)

自主活動

自主活動（ボランティア）70％継続へ
年齢73.0±7.1；MMSE27.1±1.7年齢73.0±7.1；MMSE27.1±1.7

24ヵ月後時点においても維持

受講前



39日経新聞2017/9/20
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文化活動だけど体力も維持！
―７年間の長期効果―

Sakurai et al. (2015) Arch Gerontol Geriatr

介入群(ボランティア)62名、対照群100名を7年間追跡
介入群 対照群

前のめりバランス(cm)

介入前 7年後 介入前 7年後

近隣子供との交流者(％) 知的能動性維持・向上者(％)

【結論】動的バランス能力、世代間交流頻度、知的活動能力が維持・改善

p = 0.013 

p = 0.003 

p<.001
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介入前 7年後

介入群 対照群 ※交絡因子を調整



ボランティ
アの１週間





子どもへの効果 読書教育への効果（中央区立豊海小学校2-6年生）
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心に残る絵本があった 自分で再び読んだ

(点
）

初回調査

9ヶ月後
調査

18ヶ月後
調査

p<0.05

p<0.05
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介入開始時(初回調査） 介入開始6ヵ月後(第二回調査） 介入開始1年後(第三回調査)

情緒教育への効果 児童のいだく高齢者イメージの変化

良

劣

(点)

学年，性，祖父母等の高齢者との交流経験総得点，社会的望ましさ尺度短縮版を調整した。統計上有意差あり。引用：藤原他．日本公衆衛生雑誌2007/9を改変

「読み語り」によ
く参加した児童

「読み語り」にあまり
参加しなかった児童

【読書教育への効果】「読み語り」しても
らった絵本で心に残る本や，再び，自分で
読み直した本が増加。

【情緒教育への効果】 「読み語り」に頻回

に参加した児童は，高齢者に対する情緒
的イメージが1年間以上維持。

藤原他.日本公衛誌2007&2010



学校行事への奉仕・協力に対する保護者の負担感が軽減した

良

劣

注）保護者の年齢、学区内居住年数を調整した、二元配置分散分析を用いた。 藤原他、日本公衛誌(2010)
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導入開始時 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後

物理的負担の軽減度：低学

年

同 ：中

学年

心理的負担の軽減度：低学

年

同 ：中

学年



内閣府高齢社会対策サイト(H19)中央区教育委員会より表彰(H27)

川崎市社協より表彰(H29)



高年層中年層若年層

速報「世代間の助け合いの意識と実態に関する調査」(平成27年3月実施)住民基本台帳より無作
為抽出した20～84歳の川崎市多摩区民2.500人（回収率 39.2％）

世代別に見た多摩区民のソーシャルキャピタル
～世間一般の人への信頼vs.地域の人への信頼





48

世代共通の難題

「子育て」に関する
理解・許容不足

緊急時の支援や
生活支援ボランティア不足 相談の機会の不足

孤立による３つのF（不安・不便・不健康）

子育て支援・地域づくり
参加のきっかけ不足

担い手不足による
支援の不足

財源抑制に伴う
公的支援の縮小

子育て世代 高齢者世代

蓄積 蓄積

両世代に共通する課題を一挙に解決できる方法はないか？



線から面へ＝多世代互助コミュニティプロジェクト
進行中



ソーシャルキャピタルが高い(％)：近隣の人への信頼感

※色が薄いほど良
好

フレイルの割合（%）：フレイルチェックリスト
4/15項目以上該当

抑うつ傾向あり（%）：GDS-5で2項目以上該当 月1回以上、社会活動に参加している人の割合
（%）

健康とソーシャルキャピタルの地域格差ー65歳以上要介護非認定の男性

平成28年度「大田区シニアの健康長寿に向けた実態調査」より



地域の魅力再発見！
志茂二丁目まち歩き

多世代でつながる・支える
志茂三丁目防災イベント

《北区志茂地区》

子育て世代とシニア世代がグループになって
地元の商店街等を散策
地元の名産品を食べながら、町会会館で交流

◀ちくわぶを
使ったおでん

一時避難場所指定公園で防災に関するスタン
プラリーを開催
自治会館で参加者同士が交流

▲地元の消防団にも協力
を依頼（消火器体験など）

継続の秘訣は？ 楽＋身近＋多世代

志茂ジェネ
プロジェクト
進行中



子育てママ応援塾「ほっこり～の」志茂店と連携。

多世代交流サロン「よりあい倶楽部 ～かよう広場～」を毎火曜開
催。

志茂店外観

多世代交流サロン（常設型の居場所づくり）
継続の秘訣は？ そして「場」 北区

空家改造型、子育てサロン共生型

志茂ぞうハウス

新たな「場」が誕生



常務取締役・ウィロード山王商店街理事野口さん設計・施行

元老舗の下駄屋（空き店舗）

H24「第8回 東京商店街グランプリ」準グランプリ受賞

「場」 空き店舗改造型(大田区)



多世代交流サロン（常設型の居場所づくり）そして「場」NPO委託式敬老館型（杉並区）



多様な地域課題と中間支援組織

子育て・
待機児童問題

商店街の衰退

高齢化問題

核家族
化

防犯・災害問題

コミュニティの停滞

永沢映氏より借用して改編

市民ニーズ＆マーケットにつながる
↓

（ソーシャル）ビジネス・NPOの可能性



ご静聴有難うございました！

社会保険出版

大修館書店

ライフ出版社


